
 

 

■正誤表『基礎からくわしい パワーエレクトロニクス回路（改訂2版）』（平成27年8月20日第1刷用） 

頁・該当箇所 誤 正 

p．103 

上から17行目の式 

∴ vpn＝vc－vb ∴ vpn＝va－vb 

p．172 

(8.11)式から2行下 

動作波形の具体的な作成手順は8.2節… 動作波形の具体的な作成手順は8.1.2節… 

p．57 

参考欄の説明を右記

に差替え 

※網掛部分を追加、赤

の取消線部分は削除 
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p．67 

上段の説明を右記に

差替え 

※網掛部分を追加、赤

の取消線部分は削除 

a 点電位v1 

b 点電位v2  の中で一番高い電位
．．．．．．

(vMAX)のダイオードかつ，その電位
．．．．

電圧
．．

(vMAX－vMINI)＞
．
v
．

Cの場合にON 

c 点電位v3 

負群ダイオード  3個の負群ダイオードの中でどのダイオードがONするかの判定は次のようにする． 

直流側がRL直列回路の場合は， 

a 点電位v1 

b 点電位v2  の中で一番低い電位のダイオードがON 

c 点電位v3 

直流側がRC並列回路の場合は， 

a 点電位v1 

b 点電位v2  の中で一番低い電位
．．．．．．

(vMINI)のダイオードかつ，|
．
その電位
．．．．

|
．
電圧
．．

(vMAX－vMINI)＞
．
v
．

Cの場合にON 

c 点電位v3 

p．86 

上から 11～13 行目

区画3の説明を右記

に差替え 

 区間③  ６ 区間③の初期から制御角αになるまでの間は，vaが上昇してQp1には順電圧が加わるがゲートパルスが

出ないのでQp1はまだONにならず，Qp2はLの電流維持作用でONを継続する．一方，Dn2の電位はDn1の電位より

も低くなるのでDn2がONしてDn1がOFFし，回路状態は図4.19(e)になる．この結果，電源vaは開路されて ia＝0に

なり，また，pn間は短絡されて電圧vpn＝0になるが，Lの蓄積エネルギーで iは減衰しながらRL回路を環流する． 

2019年4月1日，オーム社 

 


